








目的

　従来のルーチン筋電図法はオッシログラフ上の数コの神経筋単位

(Neuromuscular unit.以下 NMU と略す)を分離して観察記録し,同定された NMU

の波形,周波数,振幅の測定を行なう.刺入電極を任意方向に動かしながらこの

操作を繰り返して約 10～20 コの NMU ポテンシャルを採取し,神経筋の病態を判

定しようとするもので、定性的,主観的傾向が強く,筋疾患の病態生理学的研究

の指標としては極めて不充分であった.


